
- 1 -

仕事

仕事 ＝ 力 × 距離

Ｗ ＝ ｆ × Ｓ

ｼﾞｭｰﾙ ニュートン メートル

ｆ（力）×ｄＳ（距離の微小変化）＝ｆｄＳ（仕事の微小変化）＝ｄＷ（ ※微小仕事）

※仕事の微小変化を、微小仕事と表現する。

この場合、積分は、『ｄＷ（微小仕事）を積み足していくこと』と理解すればよい。

つまり、『ｄＷ（微小仕事）をＳ１からＳ２まで積み足す。』と解釈する。
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……ｆはＳの関数ではないから、定数とみなして外に出す。
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仕事のグラフ（積分を理解するためのグラフ）

ｄＷを，Ｓ１からＳ２まで積み足す。

「積み重ねる」の表現より、グラフでのイメージに近い。

積み足してできる面積が、物体を 力ｆ NでΔＳｍ(＝Ｓ１からＳ２までの距離）移動

させたときの仕事ＷＪである。

単位での考察……体積(ｍ ３)×圧力（Ｎ/ｍ ２）＝仕事(Ｎｍ)＝ｴﾈﾙｷﾞｰ（Ｊ）

Ｖ(体積)をＰ（圧力）で積分すると、Ｗ（仕事＝ｴﾈﾙｷﾞｰ）が求まる。

Ｐ（圧力）を Ｖ(体積)で積分しても、Ｗ（仕事＝ｴﾈﾙｷﾞｰ）が求まる。

Ｗ

dＷ 微小仕事
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Ｖ(体積)，Ｐ（圧力），Ｗ（仕事）の関係
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縦軸にＰ（圧力），横軸にＶ（体積）のグラフで考察すると

図の f(Ｖ)は曲線だが、便宜的に直線で表している。
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縦軸にＶ（体積），横軸にＰ（圧力）のグラフでの考察

図の f(Ｐ)は曲線だが、便宜的に直線で表している。

Ｗ

dＷ

P 2P 1

Ｖ

Ｐ

P 2 - P 1

dP

f(Ｐ)

＝ΔＰ

W

＝

＝

＝

＝

＝

＝

＝

nＲＴ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

n

nＲＴ

n

Ｐ

Ｐ

ＲＴ

ＲＴ

2

1

2

1

Ｐ

Ｐ

Ｖ

ｆ(Ｐ)

2

1

�ｎＰ２－�ｎＰ１

�ｎＰ

�

nＲＴ
Ｐ

ｄ

2

1

ｎ

Ｐ

ｄ

１

Ｐ

Ｐ２

Ｐ１

Ｐ

ｄ

ｄ

Ｐ

Ｐ

2

Ｐ

1

Ｐ



- 5 -

距離Ｓ，速度ｖ，加速度ａのグラフ

距離 ＝ 速度 × 時間

Ｓ ＝ ｖ × ｔ

Ｓ ＝ ｖ ｔ

単位での考察……速度(ｍ/s)×時間（ｓ）＝距離(ｍ)

ｖ(速度)をｔ（時間）で積分すると、移動距離が求まる。

距離を時間で微分すると速度が求まる。
加速度を時間で積分すると速度が求まる。

速度を時間で微分する加速度が求まり、時間で積分すると移動距離が求る。
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距離，速度，加速度の関係
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運動エネルギー

力＝ 質量 × 加速度

距離を時間で微分すると速度が求まる


